
 
 

▽
令
和
元
年
も
２
カ
月
目
、
だ
い
ぶ
日
常
的
に

慣
れ
て
き
た
気
が
す
る
。
先
月
、
令
和
初
の
国

賓
と
し
て
来
日
し
た
ア
メ
リ
カ
大
統
領
夫
妻

と
新
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
笑
顔
で
談
笑
さ
れ

お
言
葉
を
交
わ
さ
れ
て
い
る
ご
様
子
に
新
し

い
日
本
の
象
徴
天
皇
の
一
面
が
感
じ
ら
れ
、 

テ
レ
ビ
を
見
て
い
て
国
際
的
に
開
か
れ
た
皇

室
の
在
り
方
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
て
何

故
か
誇
ら
し
げ
に
感
じ
ら
れ
た
方
も
多
い
と

思
う
。 

▽
そ
の
様
な
中
で
様
々
な
事
件
事
故
が
多

発
し
て
い
る
。
特
に
先
月
号
に
も
述
べ
た
が
高

齢
者
の
運
転
に
よ
る
も
の
、
ま
た
、
多
く
の
通

勤
通
学
の
交
通
機
関
の
点
検
ミ
ス
や
人
的
な

ミ
ス
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
、
ケ
ガ
人
迄

出
て
い
る
。
事
案
が
有
る
と
言
う
事
は
、
必
ず

そ
こ
に
原
因
が
あ
り
そ
の
対
処
方
法
を
見
落

と
す
と
重
大
事
故
に
繋
が
る
事
は
容
易
に
判

断
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
難
し
い
。 

▽
砕
石
業
も
様
々
な
面
で
危
険
が
潜
ん
で

い
る
業
種
の
一
つ
で
あ
る
。
偶
に
は
社
内
で
危

険
予
知
を
前
提
に
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に

つ
い
て
話
し
合
う
事
も
必
要
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。 

 
 

▽
家
庭
に
お
い
て
も
常
に
私
は
心
掛
け
た

い
と
思
う
。
今
日
も
朝
か
ら
妻
の
顔
を
見
て
危

険
を
予
知
し
、
今
日
一
日
、
無
理
な
事
は
言
わ

れ
な
い
か
。
言
わ
れ
た
ら
ど
の
様
に
そ
れ
ら
を

回
避
す
る
か
。
危
険
は
常
に
背
中
合
わ
せ
で
あ

る
と
共
に
逃
げ
る
が
勝
ち
で
あ
る
。 

  

 

(一社)
日
本
砕
石
協
会
本
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

①
令
和
元
年
度
定
時
通
常
総
会 

 

6
月
6
日
（木
）
13
時
～
19
時 

 

東
京
・京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル 

②
第
30
回
理
事
会 

 

①
と
同
日
同
場
所
に
終
了
後
開
催 

③
お
知
ら
せ 

⑴
２
０
１
９
年
度
砕
石
フ
ォ
ー
ラ
ム 

札
幌
に
つ
い
て
の
内
容
等 

 

北
海
道
札
幌
に
て
10
月
16
・
17
・
18
日
開
催 

 

会
場
…
北
海
道
立
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 
 

か
で
る
2.7 

大
ホ
ー
ル 

 
⑵
経
済
産
業
局
よ
り
6
月
28
日
29
日
に
大
坂

で
開
催
さ
れ
る
Ｇ
20
大
坂
サ
ミ
ッ
ト
等
に
伴

う
警
備
協
力
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
主
に
砕
石

業
で
は
火
薬
の
貯
蔵
保
管
、
業
務
車
両
、
小

型
無
人
機
の
管
理
及
び
盗
難
紛
失
等
届
け
出

も
必
要
な
事
も
あ
り
ま
す
。
先
ず
は
、
自
主

警
備
体
制
の
強
化
を
徹
底
し
て
下
さ
い
。 

  

◎
安
全
な
日
本
国
を
業
界
を
挙
げ
て
徹
底

し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 (一社)
日
砕
協
北
海
道
地
方
本
部
・ 

 
 

 
 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

 

⑴
採
石
業
務
管
理
者
試
験
準
備
講
習
会 

開
催
日 

8
月
19
日
㈪
～
20
日
㈫ 

会
場 

北
海
道
青
少
年
会
館 

コ
ン
パ
ス 

申
し
込
み
は
既
に
ご
案
内
し
て
い
る
と
思
い 

ま
す
が
7
月
12
日
㈮
迄
で
定
員
が
30
名 

に
成
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。 

二
日
目
の
15
時
～
16
時
迄 

<

必
勝>

自
習
の
コ
ツ
・模
擬
試
験
も
あ
り
ま
す
。 

 

⑵
令
和
元
年
度
一
般
粉
じ
ん
関
係
公
害
防
止 

管
理
者
資
格
認
定
講
習
会
の
開
催 

開
催
日 

10
月
3
日
㈭
か
ら
4
日
㈮ 

会
場 

㈱
北
海
道
建
設
会
館 

大
会
議
室 

 

⑶
令
和
元
年
度
採
石
災
害
防
止
技
術
指
導
の 

 
 

開
催
の
ご
案
内
。 

北
海
道
経
済
産
業
局
で
は
、
採
石
技
術
並
び
に

災
害
防
止
技
術
の
向
上
を
図
り
、
採
石
業
の
健

全
な
発
展
を
お
手
伝
い
す
る
こ
と
を
目
的
に
地

方
本
部
の
協
力
の
中
、
記
述
の
指
導
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
同
事
業
に
ご
理
解
を
頂
き
、
岩
石
採

取
場
で
意
見
交
換
を
し
て
事
業
の
安
全
と
向
上

を
目
指
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

希
望
さ
れ
る
方
は
、
6
月
21
日
迄
北
海
道

経
済
産
業
局
・
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部
か 

函
館
支
部
に
ご
連
絡
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

費
用
は
全
く
掛
か
り
ま
せ
ん
。 

           
道
南
地
区
砕
石
協
同
組
合
・協
会
動
向 

⑴
北
海
道
人
事
が
在
り
ま
し
た
。
当
会
の
関

係
機
関
に
関
係
担
当
者
の
移
動
が
有
り
ま
し

た
の
で
事
務
局
と
共
に
近
日
中
に
挨
拶
回
り

と
報
告
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

  

⑵
北
海
道
砕
石
未
来
研
究
会
に
つ
い
て
懇
談
の

要
請
が
有
り
ま
し
た
の
で
ご
報
告
さ
せ
て
頂

き
ま
す 

7
月
２３
・
２４
日
、
道
南
の
砕
石
場

を
見
学
し
た
い
と
の
事
で
す
。 

計
画
と
し
て
は
、 

23
日(

有)

松
田
砕
石
様
工
場
見
学
。 

そ
の
後 

五
稜
郭
の
旬
花
に
て
会
費
制
で 

函
館
支
部
役
員
と
懇
親
会
を
開
催
し
道
南
の

砕
石
事
情
等
や
現
況
に
つ
い
て
話
を
伺
い
た

い
と
の
事
で
す 

24
日
は
、
吉
岡
砕
石
工
業
㈱
工
場
見
学
後

解
散
と
言
う
事
で
予
定
を
伺
っ
て
お
り
ま

す
。
同
研
究
会
も
本
部
長
の
肝
入
り
で
発
足

し
た
会
だ
け
あ
っ
て
道
内
の
若
手
が
一
堂
に

返
し
て
会
員
数
も
増
え
て
お
り
ま
す
。
将
来

の
砕
石
業
の
在
り
方
や
技
術
に
対
し
て
も
、

事
業
規
模
の
大
小
に
関
係
な
く
情
報
共
有
す

る
意
味
は
大
い
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

         

⑶
理
事
会 

 
 

7
月
２３
日 

午
後
３
時
よ
り
組
合
会
議
室

に
お
い
て
、
理
事
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 
 

議
案 

 
 

関
係
官
公
庁
と
の
研
修
・意
見
交
換
会
に

つ
い
て 

ゾ
ー
ン
単
価
の
値
上
げ
に
つ
い
て 

他 


